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日時 平成30年3月25日（日） 14時～16時

場所 商工会館 ２階 大ホール

次第

１ 開会・挨拶 14:00～14:10

熊谷市 総合政策部長

２ 講演「市民と考えるこれからの施設のあり方」 14:10～15:30

講師：有限責任監査法人トーマツ パートナー 公認会計士 宗和 暢之

＜ 講演終了後、休憩（10分間） ＞

３ 公共施設マネジメントに関する熊谷市の取組について 15:40～16:00

熊谷市 総合政策部 行政改革推進室

４ 閉会 16:00
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次第

市民説明会開催概要

● １－１．市民説明会開催概要



市が進める公共施設マネジメントに関して、将来の必要

投資や財政状況等の視点から説明することにより、市

民に対し公共施設マネジメントの取組に関して啓発する

ことを目的とする。

市が進める公共施設マネジメントの進捗状況を市民に

周知することを目的とする。

公共施設の統廃合のみでなく、複合化等の可能性を市

民に示すことにより、公共施設マネジメントが将来の市

のあり方を見据えて前向きに取組むべきものであること

を意識づけることを目的とする。

講演

 熊谷市公共施設アセットマネジメント基本方針、熊谷

市公共施設アセットマネジメント基本計画及び熊谷市

公共施設白書の情報をもとに、市の公共施設を取り

巻く現状について説明した。

 平成26年度と平成29年度に市が実施した市民アン

ケート調査結果をもとに、市民の公共施設マネジメン

トに対する考え方の概要について説明した。

 公共施設マネジメントを取り巻く国の動向について説

明した。

 市の公共施設マネジメントの今後の取組の方向性に

ついて説明した。

市からの説明

 公共施設マネジメントの進捗状況について説明した。

 市の公共施設マネジメントの今後の取組の方向性及

び取組の視点について説明した。

5

開催目的 実施事項概要

市民説明会の開催目的と実施事項概要

● １－１．市民説明会開催概要
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市民説明会開催模様

● １－２．市民説明会開催模様



2.市民説明会アンケート調査結果
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実施日時： 平成30年3月25日（日）14時～16時

調査場所： 商工会館 ２階 大ホール

調査対象： 市民説明会の参加者

参加者人数： 31名

有効回収数： 29名

有効回収率： 93%
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アンケートの概要 アンケート調査票（イメージ）

調査概要

● ２－１．調査概要



参加者の属性情報

 年齢

 性別

 住まい地区

 職業等

市民説明会を知ったきっかけ

 市民説明会を何で知ったか

説明内容についての感想

 説明内容のわかりやすさについて

公共施設マネジメントの取組への関心や理解

 取組への関心や理解が深まったか否か

公共施設の問題に直面していることを知っていたか

公共施設の統廃合について

 公共施設の統廃合に賛成か反対か

 統廃合検討の優先順位について

（老朽化の進行、使い勝手の悪さ、稼働率・利用率の低さ、

コストの高さ、立地の悪さ、利用料金の高さ）

公共施設の複合化について

 公共施設の複合化に賛成か反対か

 魅力的な複合化について（自由意見）

市民参画について

 市民周知に必要なことについて（複数回答可）

（市報くまがやでの周知、ホームページでの周知、市民説

明会の開催、ワークショップの開催、その他）

 ワークショップへの参加意欲について
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質問事項概要

アンケートでの質問事項概要

● ２－１．調査概要
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参加者の年齢構成 参加者の居住地区構成

回答者の属性

● ２－２．回答者の属性

参加者の性別構成 参加者の職業等構成
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市民説明会を知ったきっかけ（複数回答有） 公共施設マネジメントの取組への関心や理解

全般的質問事項に関する回答

● ２－３．全般的質問事項

説明内容についての感想 公共施設の問題に直面していることを知っていたか
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公共施設の統廃合について

公共施設の統廃合に関する回答

● ２－４．公共施設の統廃合

統廃合検討の優先順位
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公共施設の複合化について

公共施設の複合化に関する回答

● ２－５．公共施設の複合化

 回答者数： 16名

 多数意見（重複回答あり）

 小学校・中学校と児童館 （9名）

 小学校・中学校と公民館/コミュニティ施設 （10名）

 小学校と保育所/幼稚園 （4名）

 小中一貫校 （2名）

 少数意見

 マンション＋公民館（コミセン）＋図書館＋カフェ＋保育所

 図書館＋公民館＋全天候型遊び場

 小学校＋児童館＋公民館＋老人施設

 老人福祉センター＋児童館

 学校の空き教室の活用

 国、県、市との複合施設化

魅力的な複合化について



23

16

22

14

3
2

0

5

10

15

20

25

市報くまがや

での周知

ホームページ

での周知

市民説明会

の開催

ワークショップ

の開催

その他 空欄

14

市民周知に必要なこと（複数回答有） ワークショップへの参加意欲

市民参画に関する回答

● ２－６．市民参画
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自由意見

 市民に丁寧な説明を行ったうえでの統廃合はやむを得ない。
 “あれば便利”との考え方の方が多いと思うが、真に必要か悟ることが肝要に思う。
 小学校の統合は喫緊の課題と考える。

 時代を踏まえた“新しい夢”を住民に提案したい。

 今後40年間で5,400億円が必要という数字は非常に重く感じています。
 早急に統廃合を進めたほうが良い。熊谷市が消滅してしまう危機感を持ちました。

 公共施設の再編により施設数の減少を行ってほしい。
 交通機関を増設するなど利用しやすい方法を検討してほしい。
 学校については、複数クラスになるよう統合する必要があると思います。

 単純に利用人数だけで決めないでほしい。地域の広さを考えてください。

 難題と思われますが、やらざるをえないことと理解しています。

 各論反対とならないよう、地域毎にワークショップ等の説明会が必要だと思います。

 施設の複合化に法令等のしばりの有無が影響するのか分からない部分があります。

 一般市民の参加が多くなるよう啓発した方がよいと思います。
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自由回答欄へのコメント

自由回答欄へのコメント

● ２－７．自由回答



施設の再編にあたって、統廃合や複合化といった手段

を用いることに対しては概ね賛成といった意見が得られ

た。

施設の統廃合を検討するにあたっては、老朽化の状況

や稼働率・利用率の状況を優先的に検討することが求

められており、次に施設の使い勝手や維持コストの状

況が求められている。一方で、施設の立地状況や利用

料金の状況については、施設の統廃合を検討するにあ

たっての優先順位付けを決定する際には、優先順位は

下がるとの意見が得られた。

回答者の多くが小学校・中学校といった学校施設を含

めた施設の複合化を求めており、複合化の対象として

は、児童館等の子育て関連施設や公民館等のコミュニ

ティ関連施設を挙げる意見が多かった。

市が公共施設の問題に直面している事実については、

市民に周知ができている状況である。また、公共施設

マネジメントの取組の必要性についても、総論では市民

に周知ができている状況である。

今後個別施設計画の策定に向けた公共施設マネジメン

トの取組を進めるにあたっては、さまざまな手段（市報く

まがや・ホームページでの周知や市民説明会・ワーク

ショップの開催等）を用いることにより、市民に取組の状

況を周知することが求められている。

公共施設マネジメントの取組に関して市民参画を進め

るにあたっては、ワークショップが一つの手段となるが、

市民説明会参加者については、概ねワークショップへ

の参加の意欲がある状況となった。
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施設の再編の方向性 公共施設マネジメントの取組の方向性

アンケート調査結果から読み取れる事項について

● ２－８．アンケート調査結果の総括


